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推進することである 1）． 2016 年度にかけて，高等教育に共通の課題となるテーマについての
取り組みを募集したところ，国公私立大学および高等専門学校から 408 件の申請があり，その
うち 77 校の取り組みが選定され，展開されている．それらの取り組みには毎年 10 ～ 17 億円
の予算が組まれ，2017 年度に中間評価が実施され，2020 年度に事後評価が行われる予定である．
中間評価では，77 校中 69 校が S 評価（計画を超えた取り組み）や A 評価（計画どおりの取り
組み）を受け，教育改革が着実に進捗していることや，選定校のみならず全国の大学を巻き込
んだ自律的な情報共有のネットワークが広がりつつあることが報告されている２）．
　取り組みのテーマは 5 つあり，Ⅰ . アクティブ・ラーニング，Ⅱ . 学習成果の可視化，Ⅲ . 入
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　341 文献のうち論文は 88 文献であった．そのうち研究や病院の診療情報管理に関する文献を
除外した 83 文献について，研究対象の単純集計のみを行った．この 83 文献のうち最新 5 年間
（2015-2019）の 41 文献については，さらに詳しく論文タイトル，著者，収載誌発行年，収載誌，
ポートフォリオの活用対象およびその人数，学生の場合はその専門分野，研究デザインについ
て分類し，概観した．この 41 文献には，冒頭に「原著」と記載されたものが 5 件，「実践報告」
が 9 件，「研究報告」が 5 件，他「活動報告」，「資料」等も含まれていた .
看護教育におけるポートフォリオ活用の動向（石堂たまき・藪下八重）
―  66 ―
Ⅲ．結果
１．文献数の年次推移




　341 件のうち，解説（解説 / 特集含む）が最も多く 148 件（43.4％），会議録が 100 件（29.3％），
論文（事例含む）88 件（25.8％），座談会 3 件，総説１件，レター１件であった．ポートフォ
リオに関する文献数（種類別）の年次推移を図２に示す．　
発表年2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 合計
本数 1 0 1 3 21 11 13 15 11 35 21 29 29 26 20 26 33 39 7 341






















発表年2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 合計
本数 1 0 1 3 21 11 13 15 11 35 21 29 29 26 20 26 33 39 7 341




















発表年2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 合計
本数 1 0 1 3 21 11 13 15 11 35 21 29 29 26 20 26 33 39 7 341





















図１ ポートフォリオに関する⽂献数の年次推移 （N=341)論⽂種類 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 合計
解説 1 2 19 4 8 2 2 21 11 13 12 7 5 2 14 22 3 148
会議録 1 1 2 2 11 8 7 8 8 10 7 7 9 9 8 2 100
原著論⽂ 1 5 3 2 1 6 2 8 7 12 6 15 10 8 2 88
























解説 会議録 原著論⽂ 総数
※総数には座談会，総説，レターを含む．数字は論⽂の数
論⽂種類 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 合計
解説 1 2 19 4 8 2 2 21 11 13 12 7 5 2 14 22 3 148
会議録 1 1 2 2 11 8 7 8 8 10 7 7 9 9 8 2 100
原著論⽂ 1 5 3 2 1 6 2 8 7 12 6 15 10 8 2 88
























解説 会議録 原著論⽂ 総数
※総数には座談会，総説，レターを含む．数字は論⽂の数
論⽂種類 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 20 0 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 合計
解説 1 2 19 4 8 2 2 21 11 3 12 7 5 2 14 22 3 148
会議録 1 1 2 2 11 8 7 8 8 10 7 7 9 9 8 2 100
原著論⽂ 1 5 3 2 1 6 2 8 7 12 6 15 10 8 2 88
























解説 会議録 原著論⽂ 総数
※総数には座談会，総説，レターを含む．数字は論⽂の数
論⽂種類 2001 2002 2003 2004 2005 006 007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 019 合計
解説 1 2 19 4 8 2 2 21 11 13 12 7 5 2 14 22 3 148
会議録 1 1 2 2 11 8 7 8 8 10 7 7 9 9 8 2 100
原著論⽂ 1 5 3 2 1 6 2 8 7 12 6 15 10 8 2 88




























や連載が組まれた 2005 年，2010 年，2017 年，2018 年は解説の数が増加しており，文献の総数
は解説の数に影響を受けている．
　「解説 / 特集」の内容は，2005 年の「ポートフォリオで変わる看護師育成」，2010 年「 ポー
論⽂種類 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 合計
解説 1 2 19 4 8 2 2 21 11 13 12 7 5 2 14 22 3 148
会議録 1 1 2 2 11 8 7 8 8 10 7 7 9 9 8 2 100
原著論⽂ 1 5 3 2 1 6 2 8 7 12 6 15 10 8 2 88
























解説 会議録 原著論⽂ 総数
※総数には座談会，総説，レターを含む．数字は論⽂の数
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　341 件の各文献に「シソーラス用語」は１個から 17 個つけられ，合計 337 の用語があり，延
べ数は 2218 個であった．「教育評価」をシソーラス用語にもつ文献が 99 件と最も多く，ファ
イリング（93 件），看護生涯教育（85 件），看護大学教育（82 件），教育手法（80 件）の順であっ
た．教育に関する用語は，他に「教育自己評価」，「現職教育」，「看護教育」，「看護基礎教育」，「看




イリング」をシソーラス用語にもつ文献で 37 件，「記録」30 件，「臨床・臨地実習」28 件，「看
護大学教育」「教育自己評価」「教育手法」が各 27 件であった．解説では，「教育評価」48 件，「看





341 件の各文献に「シソーラス用語」は１個から 17 個つけられ，合計 337 個の用語があり，
延べ数は 2218 個であった．「教育評価」をシソーラス用語にもつ文献が 99 件と最も多く，フ
ァイリング（93 件），看護生涯教育（85 件），看護大学教育（82 件），教育手法（80 件）の順
であった．教育に関する用語は，他に「教育自己評価」，「現職教育」，「看護教育」，「看護基礎





ァイリング」をシソーラス用語にもつ文献で 37 件，「記録」30 件，「臨床・臨地実習」28 件，
「看護大学教育」「教育自己評価」「教育手法」が各 27 件であった．解説では，「教育評価」48
件，「看護生涯教育」45 件，「ファイリング」42 件，「看護管理」41 件の順であり，会議録で
は，「看護大学教育」34 件，「看護生涯教育」25 件，「教育評価」25 件，「臨床・臨地実習」21
件，「看護学生」19 件の順であった． 
表 1 ポートフォリオに関する文献のシソーラス用語（上位 20） 
                       ※枠の塗りつぶしは「全文献」341 件の上位 10 項目を示す 
シソーラス用語         数字は文献数を示す 
全文献 
(論文，解説，会議録，総説，座談会，レター） 
論文 解説 会議録 
教育評価 99 看護学生 37 教育評価 48 看護大学教育 34
ファイリング 93 ファイリング 37 看護生涯教育 45 看護生涯教育 25
看護生涯教育 85 記録 30 ファイリング 42 教育評価 25
看護大学教育 82 臨床・臨地実習 28 管理看護 41 臨床・臨地実習 21
教育手法 80 看護大学教育 27 目標達成 40 看護学生 19
臨床・臨地実習 78 教育自己評価 27 教育手法 36 記録 16
記録 77 教育手法 27 スタッフ開発 35 現職教育 16
看護学生 71 教育評価 25 看護教育 30 質問紙法 15
目標達成 53 学習 17 記録 29 教育手法 14
学習 52 看護基礎教育 14 目標 28 ファイリング 12
教育自己評価 52 質問紙法 14 臨床・臨地実習 28 学習 11
管理看護 51 看護生涯教育 13 学習 24 新人看護職 11
現職教育 49 質的研究 13 職歴の移動 23 看護基礎教育 9
スタッフ開発 45 看護短大教育 12 現職教育 22 看護師 8
目標 41 看護専門学校教育 11 看護大学教育 21 看護記録 8
看護教育 37 現職教育 11 教育自己評価 20 看護短大教育 7
看護基礎教育 36 自己報告式質問調査 11 看護評価 18 自己報告式質問調査 6
看護専門学校教育 33 精神看護 11 看護学教員 17 助産学 6
質問紙法 32 看護記録 10 病院看護業務 16 インタビュー 5





341 件の各文献に シソーラス用語」は１ から 17 個つけられ，合計 337 個の用語があり，
延べ数は 2218 個であった．「教育評価」をシソーラス用語にもつ文献が 99 件と最も多く，フ
ァイリング（93 件），看護生涯教育（85 件），看護大学教育（82 件），教育手法（80 件）の順
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ァイリング」をシソーラス用語にもつ文献で 37 件，「記録」30 件，「臨床・臨地実習」28 件，
「看護大学教育」「教育自己評価」「教育手法」が各 27 件であった．解説では，「教育評価」48
件，「看護生涯教育」45 件，「ファイリング」42 件，「看護管理」41 件の順であり，会議録で
は，「看護大学教育」34 件，「看護生涯教育」25 件，「教育評価」25 件，「臨床・臨地実習」21
件，「看護学生」19 件の順であった． 
表 1 ポートフォリオに関する文献のシソーラス用語（上位 20） 
     ※枠の塗りつぶしは「全文献」341 件の上位 10 項目を示す 
シソーラス用語        数字は文献数を示す 
全文献 
(論文 解 会議録 総説，座談会，レター） 
論文 解説 会議録 
教育評価 99 看護学生 37 教育評価 48 看護大学教育 34
ファイリング 93 ファイリング 37 看護生涯教育 45 看護生涯教育 25
看護生涯教育 85 記録 30 ファイリング 42 教育評価 25
看護大学教育 82 臨床・臨地実習 28 管理看護 41 臨床・臨地実習 21
教育手法 80 看護大学教育 27 目標達成 40 看護学生 19
臨床・臨地実習 78 教育自己評価 27 教育手法 36 記録 16
記録 77 教育手法 27 スタッフ開発 35 現職教育 16
看護学生 71 教育評価 25 看護教育 30 質問紙法 15
目標達成 53 学習 17 記録 29 教育手法 14
学習 52 看護基礎教育 14 目標 28 ファイリング 12
教育自己評価 52 質問紙法 14 臨床・臨地実習 28 学習 11
管理看護 51 看護生涯教育 13 学習 24 新人看護職 11
現職教育 49 質的研究 13 職歴の移動 23 看護基礎教育 9
スタッフ開発 45 看護短大教育 12 現職教育 22 看護師 8
目標 41 看護専門学校教育 11 看護大学教育 21 看護記録 8
看護教育 37 現職教育 11 教育自己評価 20 看護短大教育 7
看護基礎教育 36 自己報告式質問調査 11 看護評価 18 自己報告式質問調査 6
看護専門学校教育 33 精神看護 11 看護学教員 17 助産学 6
質問紙法 32 看護記録 10 病院看護業務 16 インタビュー 5
看護記録 31 目標 9 看護学生 15 看護学教員 5
1　ポートフォリオに関する文献のシソーラス用語（上位 20）
看護教育におけるポートフォリオ活用の動向（石堂たまき・藪下八重）
―  68 ―










を対象としたものが 49 件と最も多く，半数（55.4％）を占めていた．他は，看護師・看護職員 9 件，
患者 8 件，看護管理者 3 件，その他助産師，保健師，看護教員などであった．
２）ポートフォリオに関する最新 5 年間の論文の内容
　2015 年から 2019 年の論文 41 件について，タイトル，著者，発行年，掲載誌，ポートフォ
リオの活用の対象，教育課程（看護学生の場合），対象人数，専門分野・科目，研究デザイン
の一覧を表 2 に示す．論文数は，2015 年に 6 件，2016 年 15 件，2017 年 10 件，2018 年 8 件，
2019 年（3 月まで）2 件であった（図 2）．掲載誌は紀要（学部論集）が多く 25 件（61.0％），




















員 9 件，患者 8 件，看護管理者 3 件，その他助産師，保健師，看護教員等などであった． 
 
２）ポートフォリオに関する最新 5 年間の論文の内容 
2015 年から 2019 年の論文 41 件について，タイトル，著者，発行年，掲載誌，ポートフォ
リオの活用の対象，教育課程（看護学生の場合），対象人数，専門分野・科目，研究デザインの
一覧を表 2 に示す．論文数は，2015 年に 6 件，2016 年 15 件，2017 年 10 件，2018 年 8 件，
2019 年（3 月まで）2 件であった（図 2）．掲載誌は紀要（学部論集）が多く 25 件（61.0％），





































< 期待される効果 > 
目標達成 53 
目標 41   
動機付け 16 
自己効力感 13 
< 活用される看護分野 > 
精神看護 19 
成人看護 15 
助産学  10 
高齢者看護 8 
母性 5 
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も多く，学生と指導者，もしくは学生と教員を対象にしたものを含めると 26 件（63.4％）であっ
た．他に看護師 6 件，看護管理者 3 件，助産師 2 件，教員，患者と続いた．ポートフォリオを
活用した科目としては，実習が最も多く，対象を学生とした文献 24 件のうち 18 件（75.0％）
が実習での活用であった．研究デザインでは，質的研究が 21 件（51.2％），量的研究が 18 件
（43.9％）であり，量的研究のうち 12 件（66.7％）が質問紙法による調査研究であった．
３）看護教育におけるポートフォリオの活用の効果および課題











であった．他に看護師 6 件，看護管理者 3 件，助産師 2 件，教員，患者と続いた．ポートフォ
リオを活用した科目としては，実習が最も多く，対象を学生とした文献 24 件のうち 18 件
（75.0％）が実習での活用であった．研究デザインでは，質的研究が 21 件（51.2％），量的研













することに役立つ     (4) (21) 
・「成長の実感」，「実習の振り返り」，「モチベーション」，「思
い出」となるもの         (21) 
・ポートフォリオで自己の成長プロセスが見える   (22) 








・より明確な将来像が描けた      (22) 
・具体的な目標を立てて行動する方法がわかった (22) 
・目標があると何をすればよいかわかる  (22) 
＜周囲との共有＞       (11) 
・「伝えたいこと，強調したいことにポイントを絞ることができ
る」「人に伝える力がつく」「まとめる力がつく」 など，情報
の判断力・統合力・表現力が向上する   (35)          
・ポートフォリオへの記入を通して周囲との共有になり自己
成長を実感するための教材として有効   (4) 
＜活用のための準備・説明が必要＞ 
・ポートフォリオの意図を伝える必要性がある    (2) 





・1 年次から経時的に使用できるファイル等の工夫 (23) 
＜記録することの負担＞ 
・（ｸﾞﾙｰﾌﾟで作成）作成時間などスケジュール管理，他の
課題との分担，レイアウトや構成が難しい  (35) 
・実習用ポートフォリオの定期的な記入や確認が十分に
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・目標があると何をすればよいかわかる  (22) 
＜周囲との共有＞       (11) 
・「伝えたいこと，強調したいことにポイントを絞ることができ
る」「人に伝える力がつく」「まとめる力がつく」 など，情報
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成長を実感するための教材として有効   (4) 
＜活用のための準備・説明が必要＞ 
・ポートフォリオの意図を伝える必要性がある    (2) 





・1 年次から経時的に使用できるファイル等の工夫 (23) 
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・（ｸﾞﾙｰﾌﾟで作成）作成時間などスケジュール管理，他の
課題との分担，レイアウトや構成が難しい  (35) 
・実習用ポートフォリオの定期的な記入や確認が十分に




























　本研究で対象とした論文 83 件のうち e- ポートフォリオに関する論文は，島根県立大学短期
大学部で活用しているシステム「だんだん e- ポートフォリオ」に関する吾郷ら 10），三島ら 11）
による報告，畿央大学の須藤ら 12），山崎ら 13）による e- ポートフォリオ学習についての実践報
告の４件であった．
　国内の看護基礎教育における e- ポートフォリオ学習および研究の動向について，山崎ら 13）








　今回，医中誌 web でポートフォリオに関する 341 件の文献が抽出された．2012 年に小島 14）
が同じく「ポートフォリオ」と「看護」を検索語として行った文献調査では，116 件であり，
解説 62 件，会議録 32 件，原著論文 16 件であったと報告している．今回も解説が最も多く，
会議録，原著論文の順であるが，その数は解説 148 件，会議録が 100 件，原著論文 88 件であり，
原著論文が 5 倍以上に増加している．年間の報告数は少ないが，毎年その活用についての報告
看護教育におけるポートフォリオ活用の動向（石堂たまき・藪下八重）
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要＞，＜記録することの負担＞，＜運用基準の不備＞があり，記録の量や時間の考慮が必要で
あること，導入前の運用基準の整備とその内容や目的の周知が必要であることがわかった．
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